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わたしの夢、語ります

山口 聖
きよ と

斗 さん　美浜西小学校 6年 (気山)

僕の夢は、歴史学者になることです。理由は、

歴史は知れば知るほどおもしろい、ということを

たくさんの人に教えてあげたいからです。

　僕は4年生の時に｢歴史なんて、過去のことを知っ

ても意味がないじゃん｣と思っていました。でも、

歴史を学んでいくうちに｢昔の人は、こんなことを

していたんだ｣と思うようになり、特に戦国時代の

ことを学んでいると、｢こんな戦術があるんだ！｣

｢こうやって敵を倒したんだ！｣と驚くことばかり

で、学んでいて楽しくなりました。

　歴史がおもしろいということを知ってもらうため

に、もっと勉強して家族や友達にも教えたいです。

CONTENTS　目次 広報みはま2024年8月号

歴史の楽しさをみんなに

‐表紙の写真‐

　7月13日、14日に行われた弁

天祭です。

　男衆が宗像神社のご神体を乗せ

た御神輿を担ぎ、色鮮やかなのぼ

りを立てた船に乗り込むと、笛や

太鼓で囃子を奏でながら海に繰り

出していました。

　船上では、若い衆が相撲を取る

等して海へ落とし合い、祭りを盛

り上げていました。

  2 わたしの夢、語ります／表紙の写真／目次

浜開き式 / ふるさと美浜元気プロジェクト / 早瀬区自主防災会 防災訓練 他
14 まちウォッチング

24 美浜発電所の状況について

30 くらしのカレンダー

26 すこやか放送局

28 ハートフル広場
はじめてバースデー／町人さん／慶弔／人口の動き／広報クイズ

  4 日本遺産｢荒波を越えた男たちの夢が紡いだ異空間
　　　　　　　～北前船寄港地・船主集落～｣に認定

第37回美浜町民レガッタ参加クルー募集/イルカの出没に注意してください 他
19 情報BOX

27 ふるさと昔よもやま話147／文芸欄

16 美浜町職員募集

17 定額減税補足給付金(調整給付金)を支給します

  3 庁舎内部の大規模改修工事について(事前告知)

12 みはまシナプスプロジェクト

庁舎内部の大規模改修工事庁舎内部の大規模改修工事
                  について（事前告知）                  について（事前告知）

8
月
よ
り
庁
舎
内
部
の
大
規
模
改
修

工
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

工
事
は
、
来
庁
者
の
利
便
性
及
び
職
員

の
事
務
効
率
向
上
を
目
的
と
し
て
、
1
階

各
課
の
配
置
見
直
し
を
含
め
て
工
事
を
行

う
た
め
、
工
事
中
及
び
工
事
後
の
窓
口
の

場
所
が
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

窓
口
の
場
所
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
随

時
、
周
知
を
行
っ
て
い
き
ま
す
が
、
来
庁

者
の
皆
様
に
は
、
ご
不
便
を
お
か
け
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
ご
理
解
・
ご
協
力
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

※
8
月
5
日(

月)

よ
り
別
棟
を
改
修

す
る
た
め
、
左
の
図
の
と
お
り
庁
舎

1
階
に
、
上
下
水
道
課
の
臨
時
窓
口

を
設
置
し
ま
す
。

役場庁舎 工事後の各課配置図  ※ 2階変更なし ※移動する部署を赤字で表記

健康福祉課

産業政策課

こども未来課 税務課

出納室
風除室

 EV

町民プラザ

正面玄関

1 階

会議室授乳室

住民環境課相談室

多目的スペース

相談室 会議室

土木建築課

別棟

上下水道課

美浜町役場
(本庁舎 )

会議室

 

上上下下水水道道課課  

臨臨時時窓窓口口  
  

  

    

庁庁舎舎正正面面出出入入口口  

  

  

税税務務課課  

  

  

出出
納納
室室  

美美浜浜町町役役場場１１階階  

88//55（（月月））～～  

↑役場別棟にある上下水道課内に、土木建築課が移動します

社会を明るくする運動 キャラバン隊　巡回実施　他
18 まちのニュース

※お問い合わせ先　町総務課 (担当・浜野 )☎ 32‐6700
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福
井
県
美
浜
町

日
本
遺
産

｢

荒
波
を
越
え
た
男
た
ち
の

　
　
夢
が
紡
い
だ
異
空
間

　
　
～
北
前
船
寄
港
地
・
船
主
集
落
～｣

に
認
定

入港する北前船 (小浜湾 井田家旧蔵古写真・福井県立若狭歴史博物館提供 )

◆
日
本
遺
産
と
は

　

地
域
の
歴
史
的
魅
力
や
特
色
を
通
じ
て
、
我
が

国
の
文
化
・
伝
統
を
語
る
ス
ト
ー
リ
ー
を｢

日
本

遺
産(Japan

 H
eritage)｣

と
し
て
文
化
庁
が
認

定
す
る
も
の
で
す
。
ス
ト
ー
リ
ー
を
語
る
上
で
欠
か

せ
な
い
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
有
形
や
無
形
の
さ
ま
ざ
ま

な
文
化
財
群
を
地
域
が
総
合
的
に
活
用
す
る
等
し

て
国
内
外
に
発
信
す
る
こ
と
で
、
観
光
誘
客
や
地

域
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

◆
認
定
の
経
緯

　

本
町
に
お
け
る
北
前
船
の
歴
史
は
、
こ
れ
ま

で
あ
ま
り
深
掘
り
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
一
般
社
団
法
人
地
域
連
携
研
究
所

へ
の
参
画
を
契
機
に
2
年
の
歳
月
を
費
や
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
調
査
を
行
っ
た
結
果
、
認
定
に
足

る
数
々
の
構
成
文
化
財
を
確
認
し
ま
し
た
。
北

前
船
が
本
町
に
も
た
ら
し
た
伝
統
や
文
化
は
、

今
も
色
濃
く
地
域
に
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

船主集落の町並み (早瀬 )
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・

江
戸
か
ら
明
治
　
民
を
支
え
、

　
　
夢
と
文
化
を
運
ん
だ
北
前
船

　

北
前
船
と
は
、
江
戸
時
代
の
中
頃
か
ら

明
治
30
年
代
ま
で
、
日
本
海
回
り
で
現
在

の
大
阪
と
北
海
道
を
往
復
し
な
が
ら
商
い

を
行
っ
て
い
た
商
船
の
総
称
で
す
。

  

日
本
海
側
の
港
は
、
古
く
か
ら
栄
え
て

き
た
港
が
多
く
存
在
し
た
た
め
、
各
寄

港
地
に
寄
り
、
安
い
品
物
を
買
い
、
積

み
荷
を
高
く
売
れ
る
港
で
売
る
と
い
う

｢

商
売｣

を
し
て
い
ま
し
た
。

　

北
前
船
は
、
食
料
か
ら
生
活
用
品
、
綿

花
等
さ
ま
ざ
ま
な
商
品
を
取
り
扱
い｢

動

く
総
合
商
社｣

と
し
て
活
躍
し
、
北
海
道

か
ら
大
阪
を
1
往
復
す
る
こ
と
で
、
千
両

(

現
在
の
約
６
，
０
０
０
万
円
〜
約
1
億

円)

の
利
益
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

武
士
を
頂
点
と
し
た
身
分
制
度
の
時
代

に
、
庶
民
が
自
分
の
才
覚
と
努
力
で
、
大

金
持
ち
に
な
る
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
む
こ
と
が

で
き
る
北
前
船
は
、庶
民
の
夢
物
語
で
し
た
。

　

美
浜
町
の
早
瀬
、
久
々
子
、
坂
尻
、
丹

生
の
集
落
か
ら
も
多
く
の
北
前
船
が
出
航

し
て
い
ま
す
。
特
に
早
瀬
地
区
に
は
多
く

の
船
主
が
住
み
、
大
小
含
め
て
数
多
く
の

北
前
船
を
所
有
す
る
、
町
内
き
っ
て
の
寄

港
地
で
あ
り
、
経
済
的
に
大
変
豊
か
な
集

落
と
し
て
繁
栄
し
ま
し
た
。

　

美
浜
か
ら
は
油
あ
ぶ
ら
ぎ
り桐

の
実

こ
ろ
び

を
絞
っ
た
油

や
、
干ほ
し
か鰯

、
米
、
素
麺
の
他
、
一
大
産
地

で
あ
っ
た
早
瀬
の
千
歯
扱
き
等
が
全
国
へ

運
ば
れ
る
一
方
、
鯖
や
小
鯛
等
の
塩
干
物

か
ら
、
鉄
や
焼
物
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な

物
品
が
美
浜
に
も
た
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
遺
産

｢

荒
波
を
越
え
た
男
た
ち
の
夢
が
紡
い
だ
異
空
間

　
　
　
　
　
　
〜
北
前
船
寄
港
地
・
船
主
集
落
〜｣

認
定
に
向
け
た
町
の
取
り
組
み
　
　

令
和
3
年2

月

(

一
社)

北
前
船
交
流
拡
大
機
構
及
び
敦
賀
市
の
打

診
を
受
け
、(

一
社)

地
域
連
携
研
究
所
に
自
治
体

会
員
と
し
て
入
会

｢(

一
社)

地
域
連
携
研
究
所
自
治
体
会
員
制
度
発
足
式｣

、

｢

第
30
回
北
前
船
寄
港
地
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
秋
田｣

に
参
加

ま
ち
づ
く
り
と
観
光
活
用
を
目
指
し
、
早
瀬
地
区
等
で

認
定
に
向
け
た
本
格
的
な
調
査
を
開
始

(

一
社)

北
前
船
交
流
拡
大
機
構
か
ら
当
町
出
身
の

五
木
ひ
ろ
し
氏
に｢

北
前
船
大
使
第
1
号｣

が
委
嘱
さ
れ
る

北
前
船
日
本
遺
産
認
定
に
向
け
た
有
識
者
会
議
に
お
い
て
、

調
査
を
踏
ま
え
た
申
請
内
容
、
活
性
化
計
画
を
検
討

(

一
社)

北
前
船
交
流
拡
大
機
構
事
務
局
が
来
町
し
、

構
成
文
化
財
の
現
地
確
認

町
歴
史
文
化
館
に
お
い
て
企
画
展｢

千
歯
扱
き｣

開
催
に
伴
い
、

全
国
へ
の
分
布
調
査
を
実
施

Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ
の
作
製
及
び
配
布

町
歴
史
文
化
館
企
画
展

｢

み
は
ま
に
残
る
北
前
船
の
波
跡｣

を
開
催

北
前
船
Ｐ
Ｒ
動
画
を
作
製

文
化
庁
へ
追
加
認
定
を
申
請

日
本
遺
産｢

荒
波
を
越
え
た
男
た
ち
の
夢
が

紡
い
だ
異
空
間
〜
北
前
船
寄
港
地
・
船
主
集
落
〜｣認

定

令
和
4
年3

月
5
月8

月9
月10

月

令
和
6
年2

月

令
和
5
年

6
月

帆走する北前船 (小浜湾  井田家旧蔵古写真・福井県立若狭歴史博物館提供 )

・

早瀬

・

久々子

・
坂尻

・

丹生

・

・

・
大
阪

美
浜

松
前

小
浜

・敦
賀

・南
越
前

・坂
井

( 一社 )北前船交流拡大機構事務局による構成文化財の現地確認

・
・

浜
田

多
度
津

・
尾
道 ・

神
戸

・出
雲
崎

・金
沢・小

松

・志
賀

・輪
島

・富
山

・上
越

・長
岡

・新
潟

・鶴
岡

・酒
田

・加
賀

に
か
ほ
・由

利
本
荘

・
秋
田・
・男

鹿

・能
代

・深
浦
・鰺

ヶ
沢

・野
辺
地

・
函
館

・小
樽
・石
狩

・佐渡

・宮
津

・新
温
泉
・鳥
取

・呉・
竹
原 ・

倉
敷・

備
前・
赤
穂・
た
つ
の・
姫
路

・
高
砂

・洲本・泉
佐
野

・白
山

・村
上

・
岡
山

北前船主な寄港地・
美浜から航行したと
されるルート (推定 )
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①

町
に
残
る
主
な
日
本
遺
産
構
成
文
化
財

①　早瀬区常夜灯

早瀬区内に祀られる日吉神社

の石造常夜灯は 19世紀に建立

されており、同区内の恵比寿神

社の常夜灯とともに、北前船が

夜の海上から早瀬の位置を見失

わないための目印にしたと思わ

れる。

②　北前船幟旗

　坂尻の船主家に伝わるもの。

長さ313cm 幅 55cm

③　船絵馬『宇波西丸』

　久々子の北前船主が所有し

ていた歴代の船が描かれた絵

馬。それぞれ北前船・合いの

子船・洋式帆船の特性を持つ

船で 3隻並ぶ構図が描かれて

いるのは珍しい。

④　丹生金毘羅神社　船絵馬群

　丹生の金毘羅神社に奉納し

たと考えられる北前船を描いた 

3 点の絵馬で、そのうち 1 点

は享和 2 年 (1802) の記年が

あり、船絵馬としては県内最古

級。

⑤　北前船関係文書

　船往来文書。早瀬に着岸でき

ない大型の北前船の積荷運搬の

ため運航されていた小
こがいせん

廻船の

往来を認める明治6年 (1873)

の書状。

⑥　船箪笥

　久々子の船主が所蔵していた

もの。非常に丈夫で水に強く、

気密性が高いため海に浮かぶこ

とから、海難事故の多かった北

前船では、重宝されていた。

②

③

④

⑤

⑥

構成文化財の一覧
はこちらから

　

日
本
遺
産
の
ス
ト
ー
リ
ー
に

基
づ
く
、
地
域
に
受
け
継
が
れ

て
い
る
有
形
・
無
形
の
文
化
財

で
、
美
浜
町
の
構
成
文
化
財
は
、

大
小
あ
わ
せ
て
17
件
が
登
録
さ

れ
て
い
ま
す
。

◆
日
本
遺
産
構
成
文
化
財
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私
の
先
祖
は
、
北
前
船
の
中
で
小
さ

い
部
類
の
小
廻
船
で
、
島
根
県
の
浜
田

か
ら
新
潟
県
の
村
上
ま
で
航
海
し
、
生

計
を
立
て
て
い
ま
し
た
。
当
時
の
早
瀬
に

は
、
多
く
の
北
前
船
が
寄
港
し
、
大
変

賑
や
か
な
町
だ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

私
が
作
る
布
絵
作
品
に
は
、
北
前
船

や
早
瀬
の
景
色
を
多
く
描
い
て
い
ま

す
。
親
元
の
家
を
解
体
し
て
い
る
際

に
、
先
祖
が
実
際
に
使
用
し
て
い
た
櫂か
い

が
屋
根
裏
か
ら
落
ち
て
き
ま
し
た
。
私

に
と
っ
て
北
前
船
や
当
時
の
早
瀬
を
語

り
継
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
先

祖
か
ら
の
使
命
と
感
じ
、
こ
れ
を
き
っ

か
け
に
布
絵
の
作
品
を
展
示
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

先
祖
か
ら
継
い
だ
こ
の
想
い
を
、
後

世
に
繋
い
で
い
く
た
め
に
も
、
子
や
孫
に

伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

渡辺　純
じゅんぞう

造さん・弘
ひろこ

子さん夫妻

(早瀬 )

未
来
に
繋
ぎ
た
い
布
絵
と
故
郷

　

私
の
曾
祖
父
の
中
西
庄し
ょ
う
き
ち
吉
さ
ん

は
、
北
前
船
の
船
主
・
船
長
と
し
て

明
治
16
年
か
ら
39
年
ま
で
、
海
運
業

を
生
業
と
し
て
航
海
を
し
、
美
浜
か

ら
は
、
農
作
物
や
油
と
な
る
油
桐
の

実
、
お
酒
等
を
運
ん
で
全
国
各
地
の

寄
港
地
で
商
売
を
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
北
海
道
か
ら
大
阪
ま
で
、
全

国
を
駆
け
巡
っ
て
い
た
た
め
、
家
に

帰
る
の
は
年
に
数
日
し
か
な
か
っ
た

と
聞
い
て
い
ま
す
。

23
年
の
間
に
船
を
3
隻
乗
り
継
い

で
お
り
、
海
運
業
を
引
退
し
た
際

に
、
大
阪
の
絵
馬
師
に
3
隻
の
北
前

船
の
絵
を
依
頼
し
、
描
い
て
も
ら
っ

た
そ
う
で
す
。(

第
8
頁
③
の
舟
絵

馬)

私
が
小
さ
い
頃
か
ら
家
に
飾
っ 中西　從

つぐゆき

介さん
(久々子 )

　

我
が
町
の
先
人
た
ち
が
大
海
原
を
舞
台
に

北
前
船
で
広
く
交
易
を
し
て
い
た
史
実
が
公

に
認
め
ら
れ
、
誠
に
喜
ば
し
く
先
人
た
ち
の

活
躍
と
心
意
気
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。

　

北
前
船
に
関
す
る
様
々
な
調
査
に
取
り
組
む

に
あ
た
り
、
地
域
の
皆
様
に
は
地
域
に
伝
わ
る

北
前
船
文
化
や
神
社
や
船
主
の
家
で
守
ら
れ
て

き
た
文
化
財
の
調
査
に
つ
い
て
、
全
面
的
な
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
日
本
遺
産
認
定
と
い
う
素

晴
ら
し
い
成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
成
果
は
、
北
前
船
と
い
う
史
実
を
通
し

て
繋
が
っ
た
町
と
地
域
、
関
係
者
の
皆
様
の
努

力
の
賜
物
で
あ
り
、
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た

全
て
の
皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

調
査
の
結
果
、
早
瀬
の
子
供
歌
舞
伎
の
曳

山
や
水
無
月
祭
の
神
輿
は
船
主
や
廻
船
問
屋

て
あ
っ
た
の
で
良
く
知
っ
て
は
い

ま
し
た
が
、
今
回
の
日
本
遺
産
の

構
成
文
化
財
の
1
つ
と
な
っ
た
こ

と
に
は
、
驚
き
ま
し
た
し
、
大
事

に
残
し
て
き
て
良
か
っ
た
な
思
い

ま
す
。
他
に
も
、
庄
吉
さ
ん
が
佐

支
神
社
に
奉
納
し
た
奉
納
御
座
船

も
構
成
文
化
財
と
な
っ
た
こ
と
も

嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

日
本
遺
産
の
認
定
を
受
け
て
、

危
険
と
隣
り
合
わ
せ
で
航
海
を
し

て
い
た
先
祖
を
改
め
て
誇
り
に
思

い
、
先
祖
か
ら
受
け
継
い
だ
話
が

途
切
れ
な
い
よ
う
に
、
語
り
継
い

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。ま
た
、

こ
れ
を
機
に
、
北
前
船
に
興
味
を

持
つ
人
が
増
え
、
構
成
文
化
財
を

見
に
来
た
り
、
美
浜
を
訪
れ
る
人

が
増
え
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

北
前
船
の
さ
ま
ざ
ま
な
史
実
・
歴
史
文
化
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り
・
地
域
の
活
性
化
へ

町
に
伝
わ
る
北
前
船
文
化

が
寄
進
し
た
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
久
々
子

に
は
北
前
船
ゆ
か
り
の
羅
針
盤
や
船
箪
笥
、

坂
尻
に
は
織
旗
、
丹
生
に
は
航
海
の
安
全
を

祈
願
し
た
県
内
最
古
級
の
船
絵
馬
が
現
存
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
こ
う
し
た
貴
重
な
文
化
財
の

歴
史
的
価
値
を
深
く
理
解
し
、
そ
の
文
化
や

伝
統
等
現
代
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
も
の
を

誇
り
を
も
っ
て
後
世
に
伝
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

町
と
し
て
も
、
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
た

史
実
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く

り
を
地
域
の
皆
さ
ん
と
共
に
取
り
組
ん
で
い

く
所
存
で
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
ご
理
解

と
ご
支
援
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

早瀬日吉神社神輿　水無月祭に用いられる

早瀬日吉神社奉納模型船

早瀬日吉神社曳山　毎年5月に上演される子供歌舞伎の舞台として使用されている

北
前
船
船
主
の
御
子
孫
が
語
る

INTERVIEW

INTERVIEW

　

私
が
小
さ
い
頃
の
早
瀬
は
、
北
前
船

が
寄
港
し
て
い
た
頃
の
活
気
が
残
っ
て

お
り
、
映
画
館
等
の
娯
楽
施
設
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
お
祭
り
に
も
若
狭
地

方
の
各
地
か
ら
人
が
集
ま
っ
て
来
る
ほ

ど
大
い
に
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

日
吉
神
社
に
あ
る
神
輿
や
、
子
供
歌

舞
伎
の
舞
台
に
使
わ
れ
る
曳
山
は
、
早

瀬
の
船
主
や
住
民
の
ご
先
祖
た
ち
が
力
を

合
わ
せ
て
作
ら
れ
、
現
代
ま
で
受
け
継
が

れ
て
い
ま
す
。
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
た

こ
と
は
、
大
変
嬉
し
く
思
う
と
同
時
に

北
前
船
の
寄
港
地
・
船
主
集
落
で
あ
る

早
瀬
を
守
り
、
育
て
て
き
た
ご
先
祖
た
ち

に
感
謝
と
誇
り
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

認
定
を
機
に
ご
先
祖
が
残
し
て
く
れ

た
こ
の
地
域
と
文
化
を
若
い
世
代
の
方
に

も
知
っ
て
い
た
だ
き
、
住
民
が
団
結
し
て

早
瀬
を
守
り
、
興
し
、
未
来
に
繋
い
で

い
き
た
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

〈
弘
子
さ
ん
〉

〈
純
造
さ
ん
〉

↑弘子さんが作製した北前船の布絵

　
後
世
に
語
り
継
ぎ
た
い
先
祖
の
功
績

北
前
船
船
主
の
御
子
孫
が
語
る

↑ 中西庄吉氏 (屋号 喜助 ) が奉納した
　佐支神社奉納御座船

↑  6 月 28 日に、北前船フォーラム in 釧路で日
本遺産認定証を受け取った戸嶋町長 ( 右から
2番目 )と加藤教育長 (左から 2番目 )

↑山王祭礼で曳山を引く人々 (早瀬 )

美
浜
町
長

戸
嶋　

秀
樹
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みはまシナプスプロジェクト
｢空間づくりの方向性と実証実験 ｣

　町では、みはまシナプスプロジェクトと銘打ち、JR 美浜駅から町生涯学習センターなびあすまで

を ｢にぎわいゾーン ｣とし、整備を進めています。

　今月号では、にぎわいゾーンにおける空間づくりの方向性と実証実験についてお伝えします。

○まちの挑戦 1 ｢ 空間づくり ｣に多くの方が関わる

　みはまシナプスプロジェクトは、多くの人とつながり、

対話を通してみんなで答えを作っていくことを大切にし

ています。

　利用する人が使いやすく居心地がよい、多くの人がワ

クワクできる、そんな願いを ｢空間づくり ｣で実現する

ため、ワークショップを開催しています。

　令和 5年度には ｢にぎわいゾーンでどんなことをし

てみたいか ｣｢ どんな場所にしていきたいか ｣等をテー

マにワークショップを開催し、さまざまな意見が出され

ました。

　ワークショップでの意見をまとめると、次の 5つの

方向性が浮かび上がってきました。

 方向性 1　　｢歩いて楽しいメインストリート ｣

　楽しさやにぎわいのある商業・居住空間・JR美浜駅と美浜町役場及び町生涯学習センターなびあす

をつなぐ、歩いて楽しい・歩きたくなるメインストリートを実現し、美浜らしい町並みとにぎわいのあ

る沿道景観を形成します。

 方向性 2　　｢自然と触れ合える誰もが集い憩える広場 ｣

　美浜の魅力である田園風景や地域資源を活かし、誰もが集い憩える公園広場を整備します。

　また、水路と小道によって回遊性の高い空間とします。

 方向性 3　　｢美浜らしい景観と商店街の再生 ｣

　かつて丹後街道として栄えた商店街を継承し、にぎわいを取り戻します。また、風格のある町並みを

保存・活用することで、美浜らしい景観を形成します。

 方向性 4　　｢みんなが使えるまちなか交流拠点 ｣

　地域住民のコミュニケーションの場として、まちに開かれた明るい空間をつくります。また、ゲスト

ハウスの機能を有し、美浜の魅力を感じながら、地域住民とゲストが交流できる場所とします。

 方向性 5　　｢原風景を活かした心地よい場所 ｣

　子どもたちが自然の中で、のびのびと活動できる空間を整備します。また、地域資源や原風景を活用

しつつ、誰もが利用できるフレキシビリティ (※ ) に富んだ場所とします。

空き家をトライアル・ショップに！

　町並みの保存・活用を目的に、現在 ｢放課後教室サン ｣の活動の

場として利用している空き家をトライアル・アンテナショップに改

修し活用するため、6月 27 日にワークショップを開催しました。

　このワークショップは、福井大学との共同研究の一環として実施

され、当日は起業者、自主活動を活発にされている町内のメンバー

が集まり、どんな空間にしたら人が集まるか、起業に向けたチャレ

ンジがしやすいか、また多様な使い方ができるか等、多くの意見が

交わされました。

※ トライアルショップ… 創業希望者に対し実践の機会を提供する施設。リアルな

店舗を経験し、経営のノウハウを学ぶ。

※ アンテナショップ… 情報を発信するとともに、町内の特産品や飲食ブース等を

設置している施設。

↑図面を囲み意見を交わす町内メンバーと大学院生

にぎわい交流センター (仮称 ) の建設

　誰もが使えるまちなか交流拠点として ｢ にぎわい交流

センター ( 仮称 )｣ を町道駅前線沿いに建設します。

　この施設は ｢ 放課後教室サン ｣ の活動拠点となるほか、

他地域との交流、多世代がつながる場として ｢ みはまシ

ナプスプロジェクト ｣ の主要な施設になります。

《施設概要》

1階 コミュニティスペース及び

コワーキングスペース

　人との交流を通して育まれる学びのスペース。また、学生

や社会人の学びを促進する場として、起業セミナー等も開催

していく予定です。　

　最大 12人が宿泊可能で、インターンシップの参加者や今後

展開していく子どもたちの他地域との交流事業での活用を想定

しています。

2 階 ゲストハウス

○まちの挑戦 2 公共空間を活用した実証実験

　まちづくりに関わる人がより楽しく、ワクワクする地

域をつくる施策として、道・公園・広場・河川等、さ

まざまな公共空間でまちのコンテンツや人々の活動が

展開される取り組みが全国各地で進められています。

　町でもＪＲ美浜駅からなびあすまでの町道駅前線

を活用し、令和 5年度のワークショップで出され

た意見を取り入れながら、｢空間づくり ｣に活かす

ための実証実験を実施していきます。

　上記の仮説を立てさまざまな試行を繰り返すこと
でみはまシナプスプロジェクトが目指す美浜らしい
にぎわいを描けると考えています。

・  歩いて楽しい、歩きたくなる道にするには
　どんな工夫と取り組みが必要？

・ 昔あったお店やイベントを再現してみると
　どんな人が集まってくる？

・ 安全な親水空間があったらどんな光景が
　生まれる？　　　　等　

　この 5つの方向性を指針とし、JR美浜駅から町生涯学習センターなびあすまで

の「空間づくり｣を順次進めていきます。少しずつではありますが、変化するにぎ

わいゾーンにご注目ください！

↑ 多様な職業の方・幅広い年代の方が集まり意見を出し合っ
た昨年のワークショップ

※お問い合わせ先　町まちづくり推進課 (担当・大同 )☎ 32‐6701
※柔軟性や適応性、しなやかさを意味します。

↑にぎわい交流センター (仮称 ) のイメージ
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↓ 空き家内でツアー参加者にプレゼンテーションをする児童たち

　6月23日に、町内3小学校の6年生が空き家マッチ
ングツアーの参加者に対して空き家の魅力をPRしました。
　この活動は、ふるさと美浜元気プロジェクトの一環で、
NPO法人ふるさと福井サポートセンター協力のもと行わ
れたもので、同活動は初めての取り組みとなりました。
　参加者からは｢空き家の物件情報について分かりやす
く、地域に関心を持てた｣等と好評を得ていました。

空き家の魅力をPR

ふるさと美浜元気プロジェクト

↓木子代表取締役から設備の説明を受ける戸嶋町長と鷲頭県副知事

7月 12日に、株式会社無限大が保有する第 2トマ
ト生産施設の開所式が興道寺で行われました。
　この施設は、国・県・町の補助を活用し、建設され
たもので、開所式には、戸嶋町長、鷲頭県副知事をは
じめ、関係者51人が出席されました。
　施設内見学では、新たに導入した設備や栽培方法等
の説明があり、収穫量増に期待の声が上がっていました。

収穫量の増加・安定供給を目指して

トマト生産出荷拠点施設 開所式トマト生産出荷拠点施設 開所式

↓各班に分かれて地域の状況について意見交換を行う参加者たち

6月23日に、早瀬区自主防災会による防災訓練が早
瀬観光センターで行われました。
　訓練では、区民の防災意識向上を目的に、早瀬地区の
地図を基に災害図上訓練が行われ、有事の際に起こりう
る危険や避難場所等について意見交換を行いました。　
　参加者は訓練を通じて、日頃から防災意識を持つこと
と地域間で交流することの重要性を再認識していました。

有事に備えて

早瀬区自主防災会 防災訓練

浜開き式
町内海水浴場の千客万来と安全を祈願

7月2日に、(一社)若狭美浜観光協会による浜開き式が、
｢丹生雪の白浜館 ｣等で行われました。
　式には、町や警察、消防、海上保安庁の関係者等が出席し、
玉串を奉納後、テープカットとお神酒･花束 ･スイカの投海
が行われました。
廣瀨信一観光協会会長は ｢多くの人がビーチを訪れ、に
ぎわってほしい ｣と話されていました。

↓海水浴場の千客万来と安全を祈願する関係者たち

↑丹生白浜海水浴場で行われたお神酒 ･花束・スイカの投海

↓ 敦賀駅で小浜線の車両と記念撮影する参加者たち

6月29日に、｢小浜線で行く！北陸新幹線乗車ツアー｣
が JR美浜駅を発着として開催されました。
　このツアーは、北陸新幹線敦賀開業記念及び小浜線
の利用促進を目的に町が企画したもので、抽選により
決定した、町内の親子30人が参加しました。
　参加者は、小浜線や北陸新幹線の車両を間近で見た
り、実際に乗車したりして、ツアーを満喫していました。

小浜線で行く！

北陸新幹線乗車ツアー

↓保護者に教わりながら赤ちゃんを抱っこする生徒たち

7月 9日、10日に、赤ちゃん抱っこ体験が美浜中
学校で行われました。
　この催しは、中学3年生を対象に赤ちゃんやその保護
者と触れ合うことで、将来の育児について考えるきっか
けにしてもらおうと美浜中学校と町が実施したものです。
　生徒たちは、保護者等からの助言を受けながら赤
ちゃんを抱きかかえ、命の尊さを感じていました。

命の重さを実感

美浜中学校 赤ちゃん抱っこ体験

↓50万人目の来場者となった藤井さん (右から 2番目 )

7月 14日に、令和5年6月2日に開業した道の駅
若狭美浜はまびよりの来場者が50万人に到達しました。
　当日は、50万人目の来場者となった藤井あずささん
(岐阜県在住)に戸嶋町長から記念品が贈呈されました。
　記念品を受け取った藤井さんは ｢岐阜県からドライ
ブでたまたま立ち寄ったので、驚きました。また来た
いです ｣と話されていました。

道の駅若狭美浜はまびより

来場者50万人を達成
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申込受付期間

令和6年

8/2(金)午後5時15分まで

1次試験日程

令和6年

9/22(日)午前8時45分から

区分 事務
(高校卒業枠 )

事務 事務
(移住・定住 )

土木技師 社会福祉士 保育士

採用予定人数 2名 5名 1名 3名 1名 3名

◇試験区分・採用予定人数

美浜町職員募集

そのひと漕ぎが
まちの未来を切り拓く。
共に創るまちづくり。

昭和60年4月2日以降に
生まれた方

年齢要件

※事務(高校卒業枠)は平成18年
　4月2日から平成19年4月1日

　の間に生まれた方

令和7年4月1日採用予定

募集の詳細は
こちらから 町総務課(担当：関口) 　☎32‐6700

お問い合わせ先

定額減税補足給付金 (調整給付金 )を支給します

　令和6年度税制改正に伴い、令和6年分の所得税及び令和6年度分の個人住民税所得割にお

いて、定額減税が実施されています。

　これと併せて、定額減税可能額が実際の税額を上回ることで、定額減税の恩恵を十分に受けら

れないと見込まれる方につきましては、定額減税と同水準になるよう調整給付金を支給します。

※   お問い合わせ先 　町税務課(担当・大同)　☎32‐6702

支給対象者
　支給対象者は、美浜町で令和6年度個人住民税が課税されている方、または令和6年分所得税が課税される見

込みの方のうち納税義務者及び控除対象配偶者を含めた扶養親族の人数に基づき算定される定額減税可能額が、

令和6年分推計所得税額(令和5年分所得税額)または令和6年度個人住民税所得割額を上回る方が対象です。

　ただし、合計所得金額が1,805万円を超える方は対象となりません。

調整給付額
次のアとイの合計額を１万円単位に切り上げた額

ア　所得税定額減税可能額 － 令和6年分推計所得税額(令和5年分所得税額)
　　(ア＜0の場合は0)

イ　個人住民税所得割分定額減税可能額 ー 令和6年度個人住民税所得割額
　　(イ＜0の場合は0)

※一方の税額が0円の場合においても、ア及びイについて算出を行います。

　対象となる方には、美浜町から支給確認書を発送し

ます。

　支給確認書に記載された内容を確認していただ

き、振込先口座等の必要事項を記入し、本人確認資

料の写し等とともに、同封されている返信用封筒に

て返送してください。

　返送後、審査を終えた方から順次支給確認書の内

容に基づき支給します。

※ 支給確認書の送付は7月下旬以降を予定しております。

　書類の不備等につきましても期限内に修正し、

返送していただく必要があります。なお、期限内

に返送されない場合、給付を辞退したものとみな

し、給付金が支給されなくなりますので、ご注意

ください。

令和6年10月31日(木) 消印有効

　役場が現金自動預払機(ATM)の操作をお願いすることや、

キャッシュカードの暗証番号等の個人情報を聞くこと、また、 

手数料等の振り込みを求めることは絶対にありません。

　各種給付金の給付を装う不審な訪問・電話にご注意ください。

給付金を騙った詐欺にご注意ください！

支給方法 申込期限

詳細は
こちらから
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〒 919-1192　美浜町郷市25-25

 ☎　0770-32-1111( 代表 )

FAX　0770-32-1115( 代表 )

HP    https://www.town.fukui-

      mihama.lg.jp/

情報BOX
Mihama Information 

美浜町役場

Mihama　Information

お
知
ら
せ

全
国
一
斉｢

こ
ど
も
の
人
権
相
談｣

強
化
週
間
に
つ
い
て

　

い
じ
め
や
虐
待
、学
校
生
活
、家
庭
の
問

題
等
、こ
ど
も
の
人
権
に
関
わ
る
悩
み
ご
と

や
心
配
ご
と
等
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
　

福
井
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
　

☎
０
７
７
６
‐
22
‐
４
２
１
０

問
8
月
21
日(

水)

〜
27
日(

火)

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時

●

日　

時

　

※
期
間
中
の
土
日
は
午
前
10
時
か
ら
午
後
5
時

０
１
２
０
‐
０
０
７
‐
１
１
０(

通
話
無
料)

●

相
談
専
用
電
話

　
　
　
　

(

こ
ど
も
の
人
権
１
１
０
番)

　

ア
カ
ウ
ン
ト
名
：
Ｓ
Ｎ
Ｓ
人
権
相
談

　

検
索
Ｉ
Ｄ
：@
lin
ejin
ken
so
u
d
an

●

Ｓ
Ｎ
Ｓ(

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ)

に
よ
る
人
権
相
談

友達登録は
こちら

ペ
ダ
ル
付
原
動
機
付
自
転
車
の

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
登
録
に
つ
い
て

　

道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

が
令
和
6
年
5
月
17
日
に
成
立
し
、
同
月

24
日
に
公
布
さ
れ
ま
し
た
。
ペ
ダ
ル
付
原

動
機
付
自
転
車
等
に
つ
い
て
、
原
動
機
に

加
え
て
ペ
ダ
ル
そ
の
他
の
人
の
力
に
よ
り

走
行
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
装
置
を
用
い

て
走
行
さ
せ
る
場
合
も
、
原
動
機
付
自
転

車
等
の
運
転
に
該
当
す
る
こ
と
が
明
確
化

さ
れ
、
公
布
後
6
カ
月
以
内
に
施
行
予
定

で
す
。

　

ペ
ダ
ル
付
原
動
機
付
自
転
車
は
、従
来

の
原
動
機
付
自
転
車
と
同
様
に
軽
自
動
車

税(

種
別
割)

が
課
税
さ
れ
ま
す
の
で
、車
両

を
所
有
し
て
い
る
方
は
、ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
の
登
録
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

町
税
務
課
に
て
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の

交
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。
次
の
必
要
書
類

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

●

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
登
録
に
つ
い
て

　
　

町
税
務
課(

担
当
・
中
嶌)

　
　

☎
32
‐
６
７
０
２

問

・
販
売
証
明
書
ま
た
は
譲
渡
証
明
書

・
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の(

運
転
免
許

証
等)

・
ペ
ダ
ル
付
原
動
機
付
自
転
車
の
要
件
を

満
た
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
書
類

(

製
品
カ
タ
ロ
グ
、型
式
認
定
番
号
票
等)

※
ペ
ダ
ル
付
原
動
機
付
自
転
車
と
は
原
動
機
の

み
で
走
行
す
る
原
動
機
付
自
転
車(

原
付)

と

は
異
な
り
、モ
ー
ド
を
切
り
替
え
る
こ
と
で
、

ペ
ダ
ル
を
用
い
た
人
の
力
に
よ
る
走
行
も
可

能
と
な
る
装
置
を
備
え
た
車
両
。

詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

ホームページは
こちらから

イ
ル
カ
の
出
没
に

　
　
　
　
　
　

注
意
し
て
く
だ
さ
い

　

今
年
も
水
晶
浜
海
水
浴
場
付
近
で
イ
ル

カ
が
目
撃
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

普
段
は
お
と
な
し
い
生
き
物
で
す
が
、

鋭
い
歯
で
噛
ま
れ
て
出
血
し
た
り
、
海
中

に
引
き
ず
り
込
ま
れ
た
り
、
最
悪
の
場
合

は
生
命
に
関
わ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
イ
ル
カ
に
は
絶
対
に
近
づ
か
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

イ
ル
カ
を
見
か
け
た
場
合
、
次
の
こ
と

を
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
・
イ
ル
カ
が
現
れ
た
ら
陸
に
上
が
る

　
・
近
く
に
い
て
も
触
れ
な
い

　
・
餌
を
や
ら
な
い

　
　

町
観
光
誘
客
課(

担
当
・
野
原)

　
　

☎
32
‐
６
７
０
5

問

文
化
財
保
護
委
員
が

新
た
に
任
命
さ
れ
ま
し
た

・
任
期

令
和
6
年
4
月
1
日
か
ら

令
和
9
年
3
月
31
日
ま
で

副
委
員
長

森
井　
　

守(
菅
浜)

委
員
長

金
田　

久
璋(

佐
田)

委

員

今
村　

昌
子(
大
藪)

中
西　

紘
子(

興
道
寺)

奥
村　

憲
昭(

麻
生)

※
敬
称
略

　
　

町
歴
史
文
化
館(

担
当
・
小
牧)

　
　

☎
32
‐
０
０
２
７

問美
浜
町
防
災
ア
プ
リ
の
ア
ッ
プ
デ
ー

ト
で
町
の
水
位
等
が
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
す

美浜町のニュース

MIHAMA NEWS

↑せせらぎ保育園で隊員たちの話を聞く園児たち

社会を明るくする運動キャラバン隊 巡回実施
犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ ■ お問い合わせ先

　町住民環境課(担当･山本)
　☎32‐6703

ン
隊
の
出
発
式
を
町
役
場
で
開
催

し
ま
し
た
。

　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
、

犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し

た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
、犯
罪
や
非
行
の
な
い
地
域

社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な

運
動
で
す
。今
回
は
、7
月
の
強
調

月
間
に
合
わ
せ
て
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
に

よ
る
Ｐ
Ｒ
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

出
発
式
に
は
、
敦
賀
地
区
保

護
司
会
美
浜
支
部
や
美
浜
地
区

7
月
5
日
に｢

社
会
を
明
る

く
す
る
運
動｣

キ
ャ
ラ
バ

更
生
保
護
女
性
会
等
で
構
成
さ

れ
る
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

実
施
委
員
会
か
ら
計
11
人
が
参

加
し
、
実
施
委
員
長
の
戸
嶋
町

長
か
ら
激
励
の
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
。

　

出
発
式
終
了
後
、
隊
員
ら
は
2

班
に
分
か
れ
て
町
内
の
保
育
園
や

各
小･

中
学
校
、
美
方
高
校
、
嶺

南
東
特
別
支
援
学
校
等
を
巡
回

し
、
啓
発
物
品
を
手
渡
し
な
が

ら
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
地
域
づ

く
り
を
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

↑出発式であいさつをする武藤真樹副委員長

　
　
　

月
16
日
に
、
美
浜
町
新
庄

　
　
　

地
区
と
滋
賀
県
高
島
市
を

結
ぶ
道
路
の
整
備
を
求
め
る
期
成

同
盟
会
の
総
会
が
、
は
あ
と
ぴ
あ

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
整
備
を
目
指
し
て
い
る

道
路
は
、
美
浜
町
新
庄
か
ら
高
島

市
マ
キ
ノ
地
区
ま
で
の
山
中
を
ト

ン
ネ
ル
等
で
抜
け
る
最
短
約
6
㎞

の
計
画
で
、
原
子
力
災
害
時
の
避

難
道
路
と
し
て
の
役
割
を
は
じ

め
、
観
光
や
産
業
の
振
興
、
県
境

を
ま
た
ぐ
交
流
促
進
等
の
効
果
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

同
会
は
令
和
3
年
2
月
に
設

立
し
、
国
・
県
・
町
の
各
議
員

や
町
内
関
係
団
体
の
代
表
者
ら

6

福井県美浜町・琵琶湖北西地域
道路整備促進期成同盟会 総会

■ お問い合わせ先
　町土木建築課(担当･今村)
　☎32‐6707

約
40
人
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、

名
誉
顧
問
は
、
髙
木
毅
衆
議
院

議
員
、
山
崎
正
昭
参
議
院
議

員
、
滝
波
宏
文
参
議
院
議
員
ら

が
務
め
て
い
ま
す
。

　

総
会
で
は
、
令
和
5
年
度
の

事
業
実
績
、
収
支
決
算
や
令
和

6
年
度
の
事
業
計
画
及
び
予
算

等
の
議
案
が
承
認
さ
れ
、
会
長

の
戸
嶋
町
長
は｢

道
路
整
備
の

ハ
ー
ド
ル
は
高
い
が
、
本
同
盟

会
を
設
立
し
た
当
時
に
比
べ
て

県
や
国
の
理
解
が
進
ん
だ
と
感

じ
て
い
る
。
早
期
の
道
路
整
備

に
向
け
て
一
致
団
結
し
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い｣

と
述
べ
て
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
総
会
後
に
は
、観
光
の

可
能
性
を
テ
ー
マ
と
し
た
基
調
講

演
が
行
わ
れ
、参
加
者
は
同
道
路
の

必
要
性
を
再
確
認
し
て
い
ま
し
た
。

町
で
は
、
国
や
県
へ
の
要
望
活

動
を
実
施
し
て
お
り
、
令
和
6
年

度
以
降
も
継
続
し
て
要
望
活
動
を

行
う
ほ
か
、
町
内
の
機
運
醸
成
や

高
島
市
と
の
交
流
事
業
等
を
進
め

て
い
く
予
定
で
す
。

↑開会のあいさつをする戸嶋町長

　

美
浜
町
防
災
ア
プ
リ
ホ
ー
ム
画
面
下
に

今
年
度
よ
り
提
供
を
開
始
し
ま
し
た｢

美

浜
町
河
川
水
位
等
監
視
シ
ス
テ
ム｣

の
ア

イ
コ
ン
を
追
加
し
、
よ
り
便
利
に
お
使
い

い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
引
き
続

き
、
防
災
情
報
の
収
集
に
防
災
ア
プ
リ
を

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●

追
加
予
定
日　

7
月
23
日(

火)

以
降

　
　

町
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
課

　
　

危
機
管
理
対
策
室(

担
当
・
橋
本)

　
　

☎
32
‐
６
７
１
６

問

防災アプリアイコン
追加イメージ
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募
集･

申
請
等

重
度
身
体
障
害
者
等
の

タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
を
助
成
し
ま
す

　

重
度
身
体
障
害
者
等
の
生
活
の
利
便
性

を
向
上
し
、
福
祉
の
向
上
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
タ
ク
シ
ー
利
用(
初
乗
り)

料
金

を
助
成
し
ま
す
。

　
　

町
健
康
福
祉
課(

担
当
・
北
澤)

☎
32
‐
６
７
０
４

問
●

対
象
者

町
内
在
住
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に　

該
当
す
る
方

　

①
身
体
障
害
者
手
帳
1
級
の
方
、
下

肢
、
体
幹
、
視
覚
障
害
で
2
級
の
方
、

ま
た
は
腎
臓
機
能
障
害
で
血
液
透

析
療
法
を
受
け
て
い
る
方

　

②
療
育
手
帳
Ａ
1
ま
た
は
Ａ
2
の
方

　

③
80
歳
以
上
で
、
他
に
同
居
の
親
族

が
い
な
い
方

※
①
ま
た
は
②
に
該
当
す
る
方
で
、
生
計
を
同
じ

に
す
る
方
が
、
自
動
車
税
ま
た
は
軽
自
動
車
税

の
減
免
を
受
け
て
い
る
場
合
は
、
対
象
外
と
な

り
ま
す
。

●    

助
成
額(

タ
ク
シ
ー
乗
車
1
回
当
た
り)

(

一
社)

福
井
県
タ
ク
シ
ー
協
会
加
盟

　

の
タ
ク
シ
ー
事
業
者
が
定
め
る
初
乗

　

り
運
賃
の
額

※
1
年
に
つ
き
36
回
分(

年
の
途
中
に
助
成
対
象

と
な
っ
た
場
合
は
、
月
割
り
で
算
出
し
た
回
数)

に
相
当
す
る
額
を
限
度
額
と
す
る
。

※お問い合わせ先　　　町健康福祉課(担当･北澤)  ☎32‐6704

令和6年度物価高騰対策支援給付金を支給します

第37回美浜町民レガッタ
参加クルー募集！

申込締切

会 場

県立久々子湖漕艇場

(500ｍ )

8月16日(金)
午後 5時まで

※お問い合わせ先　　美浜町民レガッタ実行委員会事務局
　　　　　　　　  (町教育総務課 ローイングの町美浜推進室) (担当･今安沙都子)　 ☎32‐6709

種目 (男 ･女区分 ) 漕手 4人の合計年齢
または漕手について

一般

ガッツマンの部 (男子 ) 160歳未満

ジェントルマンの部 (男子 ) 160歳以上

シニアの部 (男子 ) 180歳以上

スーパーシニアの部 (男子 ) 200歳以上

レディーの部 (女子 ) 160歳未満

マダムの部 (女子 ) 160歳以上

ミックスの部 (男女混成 ) 男 2人以内
年齢制限なし

小学生の部 (区分なし ) 小学生で4年生以上のみ
男女問わない

中学生の部 (区分なし ) 中学生のみ
男女問わない

交流

交流男子の部 (男子 ) 年齢 18歳以上
町内居住・勤務者2人まで

交流女子の部 (女子 ) 年齢 18歳以上
町内居住・勤務者2人まで

交流議会議員の部 (区分なし ) 町内外の議会議員で構成

■ 部 門

■ 参加資格

・一般部門　 クルー全員が町内に居住または

勤務されている方

・交流部門 　 18 歳以上 ( 町内に居住または

勤務されている方は2人まで )

■ クルー構成

　1クルーは監督1名、選手7人以内の登録。

　漕手は、経験者1名以内。

■ 参加料 (1クルー当たり )

・一般部門　5,000円

　（小学生の部 ･中学生の部は無料）

・交流部門　6,000円

■ 初心者ボート講習会

　9月8日 (日 )に、乗艇中の事故等を防止

するため、講習会を開催します。｢初参加の

クルー｣や ｢自信のないクルー ｣のコックス

及び漕手 1人以上は、講習会を必ず受講し

てください。講習会を受講しない初参加ク

ルーは、大会に参加できません。

開催日
10月 20日 ( 日 )

※予備日 10月 27日 ( 日 )

■ 申し込み

　参加申込書の様式は、町ホームページからダウンロードできます。

　低所得者支援として、令和6年度新たな住民税非課税世帯または均等割のみ課税世帯に対し、物価高騰
対策支援給付金(10万円)を支給します。また、物価高騰対策支援給付金の支給対象世帯のうち、子育て
世帯に対して加算金(児童1人当たり5万円)を支給します。

令和6年度新たな住民税非課税世帯等に対する物価高騰対策支援給付金(10万円)
1世帯当たり10万円　※1世帯1回限り■支給金額
令和6年6月3日現在、美浜町に住民登録があり、次のすべてに該当する世帯
● 令和5年度物価高騰対策支援給付金(7万円または10万円)の支給対象ではない

●  世帯の全員が令和6年度の住民税所得割を課税されていない(6年度住民税課税者に扶養

された方のみで構成される世帯を除く)

■対象世帯

　対象者には7月下旬から順次、世帯主宛てに確認書または申請書を同封した案内を
発送します。必要事項を記入し、10月31日(消印有効)までに提出してください。

令和6年度物価高騰対策支援給付金こども加算(児童1人当たり5万円)
18歳以下の児童(平成18年4月2日以降生まれ)1人当たり5万円■支給金額
令和6年度新たな住民税非課税世帯等に対する物価高騰対策支援給付金の
支給対象世帯のうち、18歳以下の児童を扶養している世帯

■対象世帯

※手続きは、物価高騰支援給付金と同じ用紙で申請が可能です。

※6月4日以降に出生した児童については、お問い合わせください。

美
浜
町
こ
ど
も
の
遊
び
場
遊
具
等

点
検
事
業
補
助
金
を
活
用
く
だ
さ
い

子
ど
も
の
安
全
安
心
な
遊
び
場
の
維
持

管
理
を
行
う
た
め
、
遊
び
場
遊
具
等
の
点

検
補
助
制
度
を
設
け
ま
し
た
。

●

対　

象

区
等
が
管
理
す
る
野
外
活
動
施
設
に

設
置
さ
れ
て
い
る
遊
具
等

●     

対
象
遊
具

子
ど
も
が
自
由
に
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
行
政
区
等
で
管
理
す
る
野
外
活
動

施
設(

公
園
等)

に
設
置
さ
れ
て
い
る

遊
具(

例　

ブ
ラ
ン
コ
、
す
べ
り
台
、

鉄
棒
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
等)

●     

補
助
金
額

補
助
対
象
経
費
の
2
分
の
1
以
内
で

3
万
円
を
上
限
と
す
る
。

(

１
０
０
円
未
満
の
端
数
が
生
じ
る
場

　

合
切
り
捨
て)

詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　
　

町
こ
ど
も
未
来
課(

担
当
・
藤
木)

　
　

☎
32
‐
６
７
０
２

問

ホームページは
こちらから

｢
美
浜
町
在
宅
育
児
応
援
手
当｣

の

　
　
　

所
得
制
限
が
撤
廃
さ
れ
ま
す

2
人
以
上
の
子
ど
も
を
養
育
し
、
家
庭

で
生
後
8
週
間
か
ら
満
3
歳
未
満
の
お
子

さ
ん(

第
2
子
以
降)
を
子
育
て
さ
れ
て

い
る
在
宅
育
児
世
帯
を
対
象
に
、
対
象
の

子
ど
も
1
人
に
つ
き
月
1
万
円
を
支
給
し

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
支
給
対
象
者
の
要
件
に
所
得

制
限
が
あ
り
ま
し
た
が
、
令
和
6
年
9
月

支
給
分
よ
り
所
得
制
限
が
撤
廃
さ
れ
ま
す
。

　
　

町
こ
ど
も
未
来
課(

担
当
・
兼
延)

　
　

☎
32
‐
６
７
１
３

問 ●     

支
給
対
象
者
の
主
な
要
件

・
町
内
に
住
所
を
有
し
、
2
人
以
上
の

子
ど
も
が
い
る
世
帯

　

・
保
育
園
等
を
利
用
せ
ず
に
、
家
庭
保

育
を
し
て
い
る
生
後
8
週
間
か
ら
満

3
歳
未
満
ま
で
の
子
ど
も(

第
2
子

以
降)

が
い
る
世
帯

　

・
職
場
復
帰
を
前
提
と
し
て
育
児
休
業

給
付
金
を
受
給
し
て
い
な
い
世
帯

　

こ
の
こ
と
に
伴
い
、
新
た
に
対
象
と
な

る
方
に
つ
い
て
は
8
月
中
に
申
請
を
い
た

だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
申
請
方
法
等
、

詳
細
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

ホームページは
こちらから

ホームページ
はこちらから



2024.8 月号23 22広報みはま

Mihama　Information

乗
り
換
え
わ
く
わ
く
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

【
第
1
弾
】
を
実
施
し
ま
す

　

県
で
は
、
北
陸
新
幹
線
敦
賀
駅
で
乗

換
え
等
を
行
う
駅
利
用
者
を
対
象
に
、

ス
マ
ホ
ア
プ
リ
等
を
使
っ
た
即
時
抽
選

で
デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨｢

ふ
く
い
は
ぴ

コ
イ
ン｣

を
進
呈
す
る｢

北
陸
新
幹
線

敦
賀
駅
乗
り
換
え
わ
く
わ
く
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン｣

を
実
施
し
ま
す
。

　
　

ふ
く
ア
プ
リ
・
ふ
く
い
は
ぴ
コ
イ
ン

事
業
事
務
局　
　

☎
０
７
７
６
‐
50
‐
７
６
７
１

問 ●     

実
施
期
間

8
月
8
日(

木)

か
ら

9
月
1
日(

日)

●     

場　

所

北
陸
新
幹
線
敦
賀
駅
内

　
　
　

(

2
階
コ
ン
コ
ー
ス
、
連
絡
通
路)

●     

対　

象　

駅
利
用
者

●     

進
呈
額

　
　
　
　

１
，
０
０
０
ｐ
ｔ

　
　
　
　
　
　
　

(

当
選
者
1
人
あ
た
り)

●     

当
選
人
数　

２
，
０
０
０
人

●     

参
加
料
金　

無
料

●     

参
加
条
件

各
自
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
へ
の

｢

ア
プ
リ
の
登
録｣

及
び｢

起
動｣詳細は

こちらから

嶺
南
E
コ
ー
ス
ト
計
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

夏
の
節
電
チ
ャ
レ
ン
ジ

1
カ
月
間
の
意
識
的
な
節
電
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
、
節
電
上
位
２
０
０
世
帯

に｢

ふ
く
い
は
ぴ
コ
イ
ン｣

３
，
０
０
０

ｐ
ｔ
を
進
呈
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

●     

実
施
期
間

9
月
検
針
分
の
利
用
期
間(

8
月
検

針
日
か
ら
9
月
検
針
日
の
1
カ
月
間)

※
検
針
日
が
ご
家
庭
に
よ
り
異
な
る
た

め
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
実
施
期
間
が
異
な

り
ま
す
。

●     

対　

象

嶺
南
地
域
に
お
住
ま
い
の
住
民
の
方

(

1
世
帯
1
エ
ン
ト
リ
ー)

●     

申
込
期
間

7
月
31
日(

水)

ま
で

　

申
込
み
方
法
等
の
詳
細
は
、
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　

県
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
部
エ
ネ
ル
ギ
ー

課
嶺
南
Ｅ
コ
ー
ス
ト
計
画
室

☎
０
７
７
０
‐
47
‐
５
８
７
５

問

詳細は
こちらから

は
ぴ
ウ
ォ
ー
ク
２
０
２
４
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

開
催
し
ま
す

　

は
ぴ
ウ
ォ
ー
ク
と
は
、
９
月
か
ら
11
月

の
各
月
の
平
均
歩
数
が
自
身
の
目
標
歩
数

を
す
べ
て
上
回
っ
た
と
き
に
、
は
ぴ
コ
イ
ン

を
進
呈
す
る
県
主
催
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ

ベ
ン
ト
で
す
。
目
標
達
成
者
に
は
、
1
月

以
降
、
は
ぴ
コ
イ
ン
５
０
０
ｐ
ｔ
を
進
呈

し
ま
す
。

　
　

・
は
ぴ
ウ
ォ
ー
ク
に
関
す
る
こ
と

　
　

県
健
康
医
療
局
健
康
政
策
課

☎
０
７
７
６
‐
20
‐
０
３
５
２

　
　

・
あ
い
あ
い
ア
プ
リ
に
関
す
る
こ
と

　
　

町
健
康
福
祉
課(

担
当
・
中
西)

☎
32
‐
６
７
０
４

問
●

申
込
期
間

8
月
1
日(

木)

か
ら
31
日(

土)

●     

美
浜
町
健
康
支
援
あ
い
あ
い
ア
プ
リ
を

　

登
録
す
る
と
・
・
・

　
　

は
ぴ
ウ
ォ
ー
ク
の
実
績
報
告
に
は
、

　

月
の
平
均
歩
数
が
分
か
る
ス
ク
リ
ー
ン

　

シ
ョ
ッ
ト
画
像
が
必
要
で
す
。
あ
い
あ

　

い
ア
プ
リ
で
も
月
の
平
均
歩
数
を
表
示

　

で
き
る
よ
う
に
現
在
準
備
中
で
す
。

　
　

は
ぴ
ウ
ォ
ー
ク
へ
の
参
加
と
あ
い
あ

　

い
ア
プ
リ
へ
の
参
加
を
し
た
場
合
は
、

　

両
方
の
ポ
イ
ン
ト
を
取
得
で
き
ま
す
。

※
詳
細
・
参
加
に
つ
い
て
は
、
二
次
元
コ
ー
ド

か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
確
認
は
、

8
月
か
ら
可
能
と
な
り
ま
す
。

●

参
加
要
件

　

次
の
①
②
を
満
た
す
15
歳
以
上
の
者

　
　
　

(

中
学
生
は
除
く)

　

①
県
内
に
在
住
、
ま
た
は
通
学
・
通
勤

し
て
い
る
こ
と

　

②
歩
数
計
測
ア
プ
リ
及
び
ふ
く
ア
プ
リ

が
使
用
可
能
で
あ
る
こ
と

●

参
加
方
法

　

①
ス
マ
ホ
に
歩
数
計
測
ア
プ
リ
を
イ
ン

ス
ト
ー
ル
し
ま
す
。
※
美
浜
町
健
康

支
援
あ
い
あ
い
ア
プ
リ
可

　

②
参
加
受
付
期
間
中
に
必
要
項
目
を
専

用
サ
イ
ト(

福
井
県
電
子
申
請
シ
ス

テ
ム)

で
入
力
し
ま
す
。

　

③
入
力
し
た
E
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
へ
受

付
完
了
メ
ー
ル
が
送
信
さ
れ
れ
ば
、

登
録
完
了
と
な
り
ま
す
。

●

実
績
報
告

　

①
ス
マ
ホ
の
歩
数
計
測
ア
プ
リ
で
9
月

か
ら
11
月
の
平
均
歩
数
を
そ
れ
ぞ
れ

表
示
し
、
保
存
し
ま
す
。(

実
績
報

告
に
は
、
ス
ク
リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
が

必
要
と
な
り
ま
す)

　

②
実
績
報
告
期
間
中
、
必
要
項
目
を
専

用
サ
イ
ト(

福
井
県
電
子
申
請
シ
ス

テ
ム)

で
入
力
し
ま
す
。

　

③
入
力
し
た
E
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
へ
受

付
メ
ー
ル
が
送
信
さ
れ
れ
ば
、
登
録

完
了
と
な
り
ま
す
。

あいあいアプリ
のインストール
はこちらから

詳細・参加に
ついてはこち
らから

教
室･

講
座･

説
明
会
等

保
護
者
向
け｢

就
職
セ
ミ
ナ
ー｣

＆

県
内
企
業
の｢

魅
力
発
見
会｣

を

開
催
し
ま
す

●

日　

時

8
月
25
日(

日)

午
後
1
時
〜

午
後
3
時
30
分

　

プ
ラ
ザ
萬
象(

敦
賀
市)

●

場　

所

●

対
象
者

●

定　

員　

30
人

●

申
込
方
法

　

二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
入
力

フ
ォ
ー
ム
に
必
要
事
項
を
入
力
し
て
く
だ

さ
い
。

　

講
師
を
招
き
、
よ
り
良
い
就
活
サ
ポ
ー

ト
を
目
指
す
た
め
の
保
護
者
向
け｢

就
職

セ
ミ
ナ
ー｣

と
、
学
生
の
県
内
就
職
に
係

る
理
解
を
深
め
る
た
め
、
保
護
者
に
向
け
、

県
内
企
業
の
優
れ
た
技
術
・
商
品
・
サ
ー

ビ
ス
や
県
内
企
業
で
働
く
魅
力
を
紹
介
す

る｢

魅
力
発
見
会｣

を
実
施
し
ま
す
。

大
学(

院)

、
短
大
、
高
専
、
専
修
学
校

等
に
通
う
学
生
と
そ
の
保
護
者

申込みはこちら

　
　

県
交
流
文
化
部
定
住
交
流
課

　
　

☎
０
７
７
６
‐
20
‐
０
６
３
８

問

健
康
づ
く
り
活
動
基
礎
研
修
会

の
お
知
ら
せ

8
月
8
日(

木)
午
後
１
時
30
分
〜
3
時

●

日　

時

●

場　

所

佐
田
公
民
館

●

内　

容

住
民
主
体
の
健
康
づ
く
り
活

動
の
重
要
性
に
つ
い
て

●

講　

師

(

株)

ほ
っ
と
リ
ハ
ビ
リ
シ
ス
テ
ム
ズ

　
　
　
　
　

吉
本
與
史
一
理
学
療
法
士

　
　

町
健
康
福
祉
課(

担
当
・
植
中
）

☎
32
‐
６
７
０
４

問 ●

定　

員

20
人

美
浜
町
子
ど
も･

子
育
て

　

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
催
し
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

8
月
23
日(

金)

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
15
分

●

日　

時

●

場　

所

は
あ
と
ぴ
あ　

け
ん
こ
う
ひ
ろ
ば

○
育
児
講
座

｢

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ｣

町
内
在
住
の
生
後
2
カ
月
か

ら
7
か
月
の
お
子
さ
ん
と
そ

の
保
護
者　

●

対　

象

２
０
０
円

●

参
加
費

　

開
催
日
の
前
日
ま
で

●

申
込
締
切

8
月
5
日(

月)

〜
21
日(

水)

●

申
込
み

町
子
ど
も･

子
育
て

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー(

担
当
・
濵
野)

☎
32
‐
０
１
９
２

問

障
が
い
者
パ
ソ
コ
ン
相
談
会

を
開
催
し
ま
す

　

障
が
い
者
を
対
象
と
し
た
パ
ソ
コ
ン
相

談
会
で
す
。
マ
ン
ツ
ー
マ
ン(

1
対
1)

で
、W
o
rd

やE
xcel

の
使
い
方
、
デ
ジ

タ
ル
カ
メ
ラ
写
真
の
取
り
込
み
方
を
教
え

ま
す
。
ま
た
、
画
面
読
み
上
げ
ソ
フ
ト
や

支
援
機
器
、iP

ad

の
支
援
ア
プ
リ
の
体

験
も
で
き
ま
す
。

●

日　

時　

9
月
7
日(

土)

　

①
午
前
11
時
〜
11
時
50
分

　

②
午
後
1
時
〜
1
時
50
分

　

③
午
後
2
時
〜
2
時
50
分

※
各
時
間
と
も
定
員
2
名

●

対
象
者

県
内
在
住
の
障
が
い
の
あ
る
方

●

場　

所

パ
レ
ア
若
狭(

若
狭
町)

福
井
県
障
害
者
Ｉ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
電
話
も
し
く
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

に
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●

申
込
方
法

●

内　

容

パ
ソ
コ
ン
操
作
、W

o
rd

や

E
xcel

の
使
い
方
等

●

参
加
料

無
料

●

持
参
物

特
に
な
し(

パ
ソ
コ
ン
は
ご

持
参
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き

ま
す)

予
約
先
着
順(

定
員
に
な
り
次
第
締
切

り
と
な
り
ま
す)

●

申
込
締
切

　
　

県
障
害
者
Ｉ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
７
７
６
‐
27
‐
０
２
６
７

問

イ
ベ
ン
ト･

行
事

第
69
回
リ
サ
イ
ク
ル
展
を開

催
し
ま
す

●

会　

場

敦
賀
市
清
掃
セ
ン
タ
ー

●

対
象
者

町
内
ま
た
は
敦
賀
市
内
在
住
で
展
示
品

を
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
る
方

問
　
　

町
住
民
環
境
課(

担
当
・
浜
野
利
彦)

☎
32
‐
６
７
０
３

　
　

敦
賀
市
清
掃
セ
ン
タ
ー

☎
21
‐
１
１
５
３

　

敦
賀
市
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
の
持
ち
込
み
ご

み
の
中
か
ら
、自
転
車
や
家
具
等
約
１
０
０

点
を
手
入
れ
し
て
展
示
し
、希
望
者
に
提

供(

希
望
者
多
数
の
場
合
は
抽
選)

し
ま
す
。

7
月
29
日(

月)

〜
8
月
2
日(

金)

午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分

※
8
月
2
日(

金)

は
、
午
後
7
時
ま
で

　

延
長
し
ま
す
。

●

展
示
日
時

8
月
5
日(

月)

午
前
10
時
〜

●

抽
選
会
日
時

※
自
転
車
は
、点
検
及
び
防
犯
登
録
に
要
し
た
費

用
を
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。

8
月
5
日(

月)

抽
選
終
了
後
〜
午
後
4
時
30
分

8
月
6
日(

火)

〜
9
日(

金)

午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分

●

引
き
渡
し
日
時

●

定　

員

10
組
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美浜発電所の状況について美浜発電所の状況について

美浜1号機 廃止措置中(平成29年4月19日～)

美浜2号機 廃止措置中(平成29年4月19日～)

美浜3号機 運転中(令和6年2月14日～)

　

今
回
の
要
請
を
受
け
、
国
か
ら
は｢

要

請
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
地
域
振
興
や
避
難

道
路
の
整
備
等
に
つ
い
て
、
関
係
省
庁
等

と
連
携
し
な
が
ら
、
し
っ
か
り
対
応
し
て

い
く｣

と
い
っ
た
前
向
き
で
力
強
い
回
答

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
今
後
も
町
議
会
等
と
連
携
し

な
が
ら
、
原
子
力
発
電
を
取
り
巻
く
課
題

や
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

④
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
の
推
進

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
体
験
館
き
い

ぱ
す
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
の
拠
点
と
位

置
付
け
、
高
校
生
や
大
学
生
ま
で
活
用

で
き
る
よ
う
、
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
高

度
化
や
施
設
機
能
の
充
実
強
化
を
図
る

と
と
も
に
、
財
源
・
人
材
面
も
含
め
支

援
す
る
こ
と
。

⑤
避
難
道
路
の
多
重
化(

道
路
新
設)

　

本
町
は
、
嶺
南
地
域
に
お
い
て
唯
一
南
北

に
通
じ
る
避
難
道
路
が
整
備
さ
れ
て
い
な

い
。
ま
た
、
滋
賀
県
境
山
間
部
に
は
、
孤

立
の
恐
れ
の
あ
る
地
域
を
抱
え
て
お
り
、
道

路
避
難
の
安
全
度
が
脆
弱
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
立
地
地
域
の
安
全
安
心
の
確
保
の
た

め
、
道
路
新
設
の
早
期
実
現
を
図
る
こ
と
。

⑥
避
難
道
路
・
制
圧
道
路
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

強
靭
化

　

原
子
力
災
害
時
の
避
難
や
事
故
制
圧
時

に
利
用
す
る
幹
線
道
路
は
、
狭き
ょ
う
さ
く
ぶ

窄
部
や
脆

弱
な
法
面
を
抱
え
、
災
害
時
に
機
能
不
全

に
陥
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、
避
難

道
路
・
制
圧
道
路
の
局
部
改
良
や
無
電
柱

化
等
の
強
靭
化
対
策
を
講
じ
る
こ
と
。

⑧
も
ん
じ
ゅ
廃
炉
・
新
試
験

　
　

研
究
炉
設
置
に
係
る
地
域
振
興

　

敦
賀
市
と
同
等
の
エ
リ
ア
と
し
て
事
業

推
進
に
協
力
し
て
き
た
本
町
の
経
緯
を
十

分
に
考
慮
し
、
も
ん
じ
ゅ
サ
イ
ト
で
進
め

ら
れ
て
い
る
新
試
験
研
究
炉
等
を
活
用
し

た
地
域
振
興
に
つ
い
て
支
援
を
行
う
こ
と
。

併
せ
て
、
き
い
ぱ
す
と
の
連
携
を
強
化
し
、

こ
の
地
域
が
新
技
術
等
の
学
習
・
研
究
エ

リ
ア
、
関
連
産
業
エ
リ
ア
と
し
て
発
展
で

き
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
。

⑦
立
地
地
域
の
将
来
像
の
実
現

　

原
子
力
発
電
所
の
再
稼
働
に
際
し
、
共

創
会
議
で
示
さ
れ
た｢
嶺
南
地
域
の
将
来

像｣

は
地
域
振
興
の
柱
と
し
て
期
待
が
大

き
い
。
し
か
し
、
そ
の
進
捗
に
つ
い
て
、

未
だ
肌
で
感
じ
る
状
況
に
至
っ
て
い
な
い

た
め
、
国
は
、
事
業
者
や
関
係
機
関
と
連

携
し
、
立
地
目
線
を
も
っ
て
実
行
・
実
現

に
向
け
て
取
り
組
み
を
加
速
す
る
こ
と
。

第
２
２
０
回
美
浜
町
原
子
力
環
境
安
全
監
視
委
員
会
を
開
催

6
月
20
日
に
、
第
２
２
０
回
美
浜
町
原

子
力
環
境
安
全
監
視
委
員
会
を
美
浜
原
子

力
Ｐ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
委
員
会
で
は
、
発
電
所
の
周
辺

環
境
へ
の
影
響
等
に
関
す
る
第
２
２
５
回
福

井
県
原
子
力
環
境
安
全
管
理
協
議
会
の
報

告
内
容
を
事
務
局
か
ら
説
明
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
関
西
電
力
㈱
か
ら
美
浜
発
電
所

の
現
状
や
使
用
済
燃
料
乾
式
貯
蔵
施
設
の

概
要
等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
後
、
発
電

所
構
内
へ
移
動
し
、
使
用
済
燃
料
乾
式
貯

蔵
施
設
の
設
置
計
画
地
点
や
発
電
所
の
安

全
性
向
上
対
策
の
内
容
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
の
主
な
質
疑
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

↑関西電力㈱から説明を受ける委員

使
用
済
燃
料
乾
式
貯
蔵
施
設
に
つ
い
て

(

関
西
電
力
㈱)

問
2

問
3

　
　
　
　

青
森
県
の
六
ヶ
所
再
処
理
工
場

が
稼
働
し
た
と
こ
ろ
で
、
全
国
の
原
子
力

発
電
所
か
ら
使
用
済
燃
料
が
搬
出
さ
れ
る

と
処
理
が
間
に
合
わ
な
い
の
で
は
な
い

か
。
ま
た
、
使
用
済
燃
料
か
ら
ウ
ラ
ン
や

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
取
り
出
し(

再
処
理)

、

｢

Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料｣

と
す
る
再
処
理
が
進
ん

だ
と
し
て
も
、
も
ん
じ
ゅ
が
廃
炉
と
な
っ

て
お
り
高
速
増
殖
炉
で
消
費
で
き
な
い
た

め
、
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
が
成
り
立
た
な
い

と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　
　

再
処
理
工
場
で
は
、
年
間
で

約
８
０
０
t
の
使
用
済
燃
料
を
再
処
理

す
る
こ
と
が
で
き
、
処
理
能
力
は
十
分

と
考
え
て
い
る
。
当
社
と
し
て
は
、
再

処
理
す
る
こ
と
で
作
ら
れ
た
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃

料
を
既
存
の
原
子
力
発
電
所(

軽
水
炉)

で
再
利
用
す
る
プ
ル
サ
ー
マ
ル
発
電
を

推
進
し
て
い
き
た
い
。

答
3

↑ 核燃料サイクル (軽水炉サイクル )のイメージ

戸
嶋
町
長
が
町
議
会
と
と
も
に

国
に
対
し
て
要
請
活
動
を
実
施

7
月
4
日
に
、
髙
木
毅
衆
議
院
議
員
同

行
の
も
と
、
戸
嶋
町
長
は
町
議
会
の
川
畑

議
長
、
中
牟
田
副
議
長
、
原
子
力
発
電
所

特
別
委
員
会
の
竹
仲
委
員
長
、
梅
津
副
委

員
長
、
福
井
県
美
浜
町
・
琵
琶
湖
北
西
地

域
道
路
整
備
促
進
特
別
委
員
会
の
藤
本
副

委
員
長
と
と
も
に
、
経
済
産
業
省
、
内
閣

府
、
文
部
科
学
省
、
国
土
交
通
省
及
び
財

務
省
に
対
し
て
、
原
子
力
政
策
等
に
係
る

要
請
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

主
な
要
請
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
次
期
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画

　

次
期
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
に
原
子
力

の
最
大
限
の
活
用
な
ら
び
に
立
地
地
域
の

振
興
、
避
難
道
路
の
整
備
等
安
全
安
心
の

最
大
限
の
確
保
に
つ
い
て
登
載
す
る
と
と

も
に
、
国
と
事
業
者
の
責
務
と
し
て
取
り

組
む
よ
う
明
記
す
る
こ
と
。

②
バ
ッ
ク
エ
ン
ド
対
策
の

　
　
　
　
　
　
　
　

着
実
な
推
進

　

青
森
県
六
ケ
所
再
処
理
工
場
の
２
０
２
４

年
上
期
の
確
実
な
稼
働
は
も
と
よ
り
、
中

間
貯
蔵
施
設
・
最
終
処
分
地
等
の
将
来
展

望
を
早
期
に
示
し
、
具
体
化
に
向
け
た
取

り
組
み
を
強
力
に
推
進
す
る
こ
と
。
ま
た
、

関
西
電
力
㈱
が
示
し
た｢

使
用
済
燃
料
対

策
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ｣

に
つ
い
て
確
実
に
履
行

さ
れ
る
よ
う
、
国
が
前
面
に
立
ち
、
事
業

者
と
共
に
取
り
組
む
こ
と
。

③
国
民
理
解
の
醸
成

　

原
子
力
発
電
の
必
要
性
・
重
要
性
や
高

レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
地
選

定
を
含
む
バ
ッ
ク
エ
ン
ド
対
策
に
つ
い

て
、
電
力
消
費
地
は
も
と
よ
り
、
国
民
全

体
の
課
題
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
る
よ

う
、
理
解
の
醸
成
を
推
進
す
る
こ
と
。↑  要請書の提出 ( 左から竹仲議員、中牟田副議長、

川畑議長、齋藤経済産業大臣、戸嶋町長、髙木衆
議院議員、藤本議員、梅津議員 )

↑  滝沢内閣府副大臣への要請

出典：経済産業省　資源エネルギー庁HP

原
子
力
政
策
に
つ
い
て

原
子
力
防
災
の
充
実
と

　
　
　
　
　
　
　

強
化
に
つ
い
て

立
地
地
域
対
策
に
つ
い
て

　
　
　
　

乾
式
貯
蔵
施
設
に
設
置
す
る
輸

送
・
貯
蔵
兼
用
キ
ャ
ス
ク
は
最
大
10
基
に

な
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
1
基
の
キ
ャ
ス

ク
に
使
用
済
燃
料
が
ど
の
程
度
保
管
さ
れ

る
の
か
。

　
　
　
　

1
基
あ
た
り
、
21
体
の
使
用
済

燃
料
集
合
体
が
保
管
さ
れ
る
。

答
1

答
2

　
　
　
　

乾
式
貯
蔵
施
設
の
設
置
に
つ
い

て
は
、
美
浜
発
電
所
の
建
設
当
初
か
ら
計

画
が
あ
っ
た
の
か
。

　
　
　
　

建
設
当
初
か
ら
計
画
が
あ
っ
た

わ
け
で
は
な
い
。
昨
年
示
し
た
使
用
済
燃

料
対
策
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
基
づ
い
て
、
使

用
済
燃
料
乾
式
貯
蔵
施
設
の
設
置
を
進
め

て
い
る
も
の
で
あ
る
。

問
1

↑ 輸送・貯蔵兼用キャスクのイメージ
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放 送 局

こやす か

健康 ･福祉 ･子育てに関する健康 ･福祉 ･子育てに関する
情報をお知らせします。情報をお知らせします。

※お問い合わせ先
　町地域包括支援センター
　(担当･田辺)  ☎32-6704

地域で高齢者虐待を防ぎましょう

　このようなことに見覚えはありませんか？

(147)

6
月
21
日
、
美
浜
町
は
〝
日
本
遺

産
〞｢

荒
波
を
越
え
た
男
た
ち
の
夢
が

紡
い
だ
異
空
間

〜
北
前
船
寄
港
地
・

船
主
集
落
〜｣

に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
コ
ラ
ム
で
は
、
先
の
12
月
号
と
2

月
号
で
、
こ
の
度
の
認
定
の
決
め
手
と

な
っ
た｢

美
浜
と
北
前
船
の
歴
史｣

に
つ

い
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
今
回
は
、
も
う
一
つ
の
キ
ー

ワ
ー
ド
で
あ
る
〝
日
本
遺
産
〞
に
つ
い

て
、
紹
介
し
ま
す
。

　

〝
日
本
遺
産
〞
と
は
、
文
化
庁
が
認

定
す
る
文
化
財
を
対
象
と
し
た
枠
組
み

で
す
が
、
有
形
・
無
形
を
問
わ
ず
さ
ま

ざ
ま
な
文
化
財(

構
成
文
化
財)

に
よ
り

語
ら
れ
る
歴
史
・
文
化
の
『
ス
ト
ー

リ
ー
』
を
認
定
し
、
そ
の
魅
力
を
発
信

し
、
地
域
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
も
の
で
す
。

　

初
め
て
〝
日
本
遺
産
〞
が
認
定
さ
れ

た
の
は
平
成
27
年
4
月
の
こ
と
で
し

た
。
こ
の
際
に
認
定
さ
れ
た
の
は
お
隣

の
若
狭
町
と
小
浜
市
の
文
化
財
か
ら

構
成
さ
れ
る｢

海
と
都
を
つ
な
ぐ
若
狭

の
往
来
文
化
遺
産
群

〜
御み
け
つ
く
に

食
国
と
若

狭
と
鯖
街
道｣

を
含
む
18
件
の
ス
ト
ー

リ
ー
で
し
た
。
後
に
そ
の
数
は
増
え
、

現
在
全
国
で
１
０
４
件
が
認
定
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
内
5
つ
の
ス
ト
ー
リ
ー
に

福
井
県
の
市
町
が
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

｢

北
前
船
寄
港
地
・
船
主
集
落｣

は
平

成
27
年
に
11
市
町
が
認
定
さ
れ
ま
し

た
。
以
降
、
翌
年
に
27
市
町
、
令
和
元

年
に
7
市
町
、
令
和
2
年
に
3
市
町
、

そ
し
て
令
和
4
年
に
岡
山
県
備
前
市
が

認
定
さ
れ
、
こ
の
度
、
美
浜
町
と
共
に

新
潟
県
村
上
市
、
岡
山
県
岡
山
市
が
追

加
認
定
さ
れ
た
こ
と
で
、
合
計
52
自
治

体
で
構
成
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　

江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
に
か
け

て
、
日
本
海
と
瀬
戸
内
海
を
股
に
か

け
、
北
海
道
か
ら
大
阪
間
を
交
易
し
な

が
ら
航
海
し
た
北
前
船
に
よ
り
栄
え
た

港
町
が
各
地
に
分
布
す
る
こ
と
か
ら
、

〝
日
本
遺
産
〞
の
中
で
も
最
も
広
範
囲

で
展
開
す
る
ス
ト
ー
リ
ー
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

福
井
県
内
で
は
、
初
期
の
構
成
自
治

体
で
あ
る
敦
賀
市
を
は
じ
め
、
北
前
船

の
主
要
寄
港
地
で
あ
る
三
国
港
と
船
主

た
ち
も
参
加
し
た
、
三
国
祭
で
知
ら
れ

る
坂
井
市
、
現
在
の
損
保
ジ
ャ
パ
ン
日

本
興
亜
の
前
進
、
日
本
海
上
保
険
の
創

業
家
で
あ
る
右
近
家
等
の
船
主
屋
敷
が

現
存
し
て
い
る
南
越
前
町
、
そ
し
て
若

狭
を
代
表
す
る
港
町
と
し
て
、
往
時
の

街
並
み
や
建
築
物
を
伝
え
る
小
浜
市
が

認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
他
の
北
前
船
寄
港
地
や
船
主

集
落
と
と
も
に
、
美
浜
町
の
歴
史
文
化

に
は
益
々
注
目
が
集
ま
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
〝
日
本
遺
産
〞
へ
の
認
定
が
大
き

な
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
こ
と

は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

(

美
浜
町
歴
史
文
化
館)

俳
　
句

水
無
月
俳
句
会

山
田
　
世
志
男
（
佐
　
柿
）

山
田
　
世
志
男
（
佐
　
柿
）

高
木
　
キ
ヨ
子
（
新
　
庄
）

高
木
　
キ
ヨ
子
（
新
　
庄
）

楠
　
充
代
（
佐
　
田)

楠
　
充
代
（
佐
　
田
）

五
年
ぶ
り
親
子
の
揃
ふ
盆
近
し

　
　
　
　
　

鰻
の
日
余
生
を
妻
と
健
や
か
に

舟
虫
や
波
押
し
寄
せ
て
四
散
せ
り

ひ
ょ
こ
ひ
ょ
こ
と
庭
の
遠お
ち
こ
ち近
茗
荷
の
子

　
　
　
　
　

江
戸
情
緒
残
る
近
江
や
釣
忍

水
郷
に
憩
ふ
青
鷺
日
の
盛
り

祝 " 日本遺産 " 追加認定！
～日本遺産についての　　　　
　　　　　　　　基礎知識～

↑   7月 2日に行われた日本遺産認定記念セレモ
ニーでくす玉を割る戸嶋町長 (左から4番目 )

　高齢者虐待とは

　高齢者虐待とは、高齢者の｢人としての尊厳を傷つける行為｣です。

家族の養護者 (介護者 )だけでなく、介護従事者からの行為も含まれ

ます。

　近年、介護を必要とする高齢者が増加しており、介護者である家族

による虐待も増えています。介護を行っているうちに心身ともに疲弊し、

追い詰められてしまうことで虐待につながることがあります。

　高齢者虐待を防ぐためには地域で気になる高齢者、介護されている

家族を地域包括支援センターの適切な機関につなげたり、声かけや見

守りによって介護者を孤立させないことが大切です。緊急性が高い場

合等はすぐに相談しましょう。

〇高齢者の身体に不自然なあざや傷がある　　　　　　〇家から怒声がする、高齢者に会わせない

〇介護者が疲れた様子である　　　　　　　　　　　　〇介護を必要とする人が何人もいる

〇自宅がゴミや物で散らかっていたり、異臭がする

〇介護者が仕事や心配ごとがあり、余裕がない

〇介護者が近所付き合いがない、近所付き合いをしなくなった

高

低

緊急性

介護者である家族を責めるのではなく、家族が安心して介護に
関する悩みを相談できるような地域を目指しましょう。

～ 予告 
～

動脈硬化予防健診を実施します
■ 動脈硬化予防健診とは⁉
　循環器疾患を引き起こす動脈硬化性病変を早期に見つけることのできる頸動脈エコー検査を中心とした
健診です。この健診によって、発症予防・重症化予防を図ります。

■ 対象 【下記の①～③すべてを満たす方が対象です】
　①40歳から74歳で、美浜町に住所のある方
　② 令和6年度中に町や職場等のがん検診(肺・胃・大腸・乳・子宮頸がん)のうち1つ
以上受診した方、または受診予定の方

　③令和5年度に町が実施した動脈硬化予防健診を受診していない方

■ 実地予定日
　9月24日(火)及び10月26日(土)　各日午後1時から

■ 申込み方法
　8月上旬に新聞折り込みでチラシを配布しますので、詳しくは　

そちらをご覧ください。 ※申込み受付は8月上旬からとなります。

※お問い合わせ先
　町健康福祉課(担当･繁田)
　☎32-6704
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氏　名 住　所

田　村　義　誠　& (髙　原)　 奈　美 佐　柿

大　迫　義　治　& ロナリン アレバロ 郷　市

乙　見　将　秀　& (國　枝)　由 紀 恵 北　田

◎ご結婚

6/1～6/30受付分
(敬称略)慶弔慶弔

※ 氏名に旧字体や俗字等が含まれている場合は、常用漢字で

　掲載しております。

氏　名 住 所 年齢 届出人

松 本 　 薫 久々子 79 松 本 三 枝

川　口　まり子 早 瀬 72 川 口 善 郎

藤 田 蔦 子 久々子 85 藤 田 久 次

奧　井　千代乃 興道寺 107 奥 井 精 治

三 谷 幸 也 坂 尻 94 三 谷 達 弥

中 島 芳 枝 菅 浜 90 中 島 　 弘

廣 田 房 子 北 田 84 廣 田 信 秋

清 水 省 三 坂 尻 93 清 水 直 子

野 﨑 幸 枝 北 田 94 野 﨑 博 徳

山 口 つ ね 気 山 90 山 口 　 覚

森　下　ヨシヱ 佐 田 87 森　下　喜代志

山 口 昌 英 松 原 62 山 口 香 里

川　畑　チエ子 佐 田 91 川 畑 純 一

武　長　喜久枝 五十谷 94 武 長 廣 一

牧 野 健 一 新 庄 84 牧 野 征 江

◎おくやみ

◎ご誕生
氏　名 性別 父・母 住　所

吉 本 侑
ゆ ら

良 女 健太・栞　 山 上

澤　　　海
か や た

八太 男 健志郎・寿恵　 佐 田

阿 部 日
ひ よ り

依 女 大起・楓香 木 野

浅 妻 燈
と も き

輝 男 裕喜・真紀 大 藪

町の情報や応援クルーの

情報はこちら！

人口の動き

※ 町が公認登録する｢町外に住みながらも本町を
愛し、応援してくださる方｣のこと。

人口総数　　　　8,749人(－12)

男　　　　　　　4,304人(±  0)

女　　　　　　　4,445人(－12)

世帯数　　　　　3,620世帯(－  6)

出生　　  　　　死亡

転入　　  　　　転出

みはま応援クルー(※)

  6人

19人

21人

16人

359人(±  0) 

はじめてバースデー
8月に満1歳を迎えるお子様を紹介します。

HAPPY BIRTH DAY

｢はじめてバースデー｣への

掲載案内は、誕生月の前々

月に送付しています。

ぜひ、ご応募ください。

広報クイズ

　広報みはま8月号を読んで、①～⑥番の丸印をひらがな・カ

タカナでうめてください。小さい｢っ｣や｢ゅ｣、｢・｣、｢が｣、等

も一文字とします。｢●｣の文字を①番から順に並べると、ある

言葉になります。どんな言葉でしょう。

●応募方法
　はがきに答え、住所、氏名(広報を読んだ感想も大
歓迎！)を書いて、｢広報みはま広報クイズ｣係(〒919-
1192美浜町郷市25-25)まで送ってください。
メールで応募される方は、次のアドレスに送信して
ください。
【メールアドレス】
  kouhou-mihama@town.fukui-mihama.lg.jp
【二次元コード】

　締め切りは、8月9日(金)(消印有効)です。正解者の
中から抽選で5人の方に記念品をお送りします。
●7月号の答え　　みなつき(水無月)
●応募者総数は19人で18人が正解でした。当選の発
表は、記念品の発送をもってかえさせていただき
ます。

○

①〇〇●の出没に注意してください

②町に残る〇〇〇●〇〇構成文化財

③ 社会を〇〇〇〇●〇運動 キャラバン隊

④庁舎内部の大規模○●○　〇工事

⑤動脈硬化●〇〇〇〇〇〇

⑥〇〇〇〇〇で〇●！北陸新幹線乗車ツアー

○

櫻
井

歩
あ
ゆ
む

く
ん

(
佐
田)

父･

征
太
郎
さ
ん

母･

美
穂
さ
ん

8.20 ハ
イ
ハ
イ
楽
し
い
！
歩
け
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、

た
く
さ
ん
お
散
歩
行
き
た
い
な
！

令和6年7月1日現在※(　)は前月比

まちびとまちびと

　6年ぶりに実施する台湾
新北市石門区ホームステイ
事業に参加する美浜町ジュ
ニア対外交流団を代表し
て、結団式で誓いの言葉を
述べた

＊参加された理由を教えてください。
　海外に行くことが好きで、海外の友達を作って将来台湾
を訪れたときに会えたらいいなと思って、ホームステイ事
業に参加しました。

＊ホームステイでは、どのような交流をしたいですか。
　日本と台湾の文化には違いがあると思うので、台湾の遊
びを体験してみたいなと思います。また、日本の観光地や
漫画、歌等をホームステイ先の家族に伝えたいですし、台
湾の観光地にも一緒に行きたいです。

中道　咲
さ き

　さん (佐田)

美浜中学校2年



30広報みはま

N
o
.6
4
3

発
行
：
美
浜
町
　
編
集
：
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
　
〒
919-1192 福

井
県
三
方
郡
美
浜
町
郷
市
25-25

T
E
L
.0
7
7
0
-3
2
-6
7
0
1

FA
X
.0
7
7
0
-3
2
-1
1
1
5

URL h
ttp
s
://w

w
w
.to
w
n
.fu
k
u
i-m
ih
a
m
a
.lg
.jp
/

　
  m
a
c
h
id
u
ku
ri@
to
w
n
.fu
k
u
i-m
ih
a
m
a
.lg
.jp

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

■くらしのカレンダー■

●イベント ●健康診査・検診 ●子ども行事
●行事の予定は、7月 16日現在のものです。一部変更になる場合がありますので事前にご確認ください。
●　　　網かけの日は、役場はお休みです。 
●　　　は古紙回収日、後に続く（　）内は回収地区です。
●ごみの休日受入は、第3日曜日以外の土日祝日(5月3日～5日、12月31日～1月3日を除く)の午前8時30分～正午です。
●休日の当番医に関するお問い合わせ先　 町役場 ☎32-1111（代表）　美浜消防署 ☎32-1190

古紙

8 月の納税 [納期限 9/2（月）] ※納付は口座振替が便利です。

固定資産税 (2期 )、国民健康保険税 (2期 )

(耳地区:河原市･南市･栄区を除く)古紙

(北･南地区)古紙

(河原市･南市･栄区)古紙

(東地区)古紙

令和6年 8 月

15（木）

16（金）

14（水）

13（火）

12（月）

11（日）

10（土）

9（金）

8（木）

7（水）

6（火）

5（月）

4（日）

3（土）

27（火）
26（月）

25（日）

24（土）
23（金）

21（水）

22（木）

20（火）

19（月）

18（日）

17（土）1（木）

2（金）

28（水)
29（木)
30（金)
31（土）

　

今
月
号
の
広
報
み
は
ま
に
は
、6
月
に
美
浜

町
が
認
定
さ
れ
た
、日
本
遺
産「
北
前
船
寄
港

地
・
船
主
集
落
」の
特
集
を
掲
載
し
ま
し
た
。特

集
記
事
を
書
く
に
あ
た
り
、歴
史
を
調
べ
た
り
、

関
係
者
の
方
に
お
話
を
お
聞
き
し
た
こ
と
で
、

北
前
船
が
美
浜
に
も
た
ら
し
た
文
化
や
伝
統

等
に
つ
い
て
た
く
さ
ん
学
ば
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
が
住
ん
で
い
る
地
域
に
残
さ
れ
て

い
る
伝
統
や
文
化
・
物
等
に
は
、先
人
た
ち
が

守
り
、現
代
ま
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
も
の
が

あ
る
か
と
思
い
ま
す
。ま
た
、ご
家
庭
に
昔
か

ら
あ
る
も
の
、ご
先
祖
か
ら
受
け
継
い
で
き
た

も
の
が
、実
は
、歴
史
を
探
る
た
め
の
重
要
な

キ
ー
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ぜ
ひ
一
度
、皆
さ
ん
の
地
域
や
ご
家
族
で
探

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。（
隼
）

10:00～町民人権講座(なびあす)

  9:00～ハートフル朝市(道の駅若狭美浜はまびより)

  9:30～保育園開放(あおなみ保育園)

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)

13:30～｢こころの相談室｣※障がい者(児)相談

　　　　　　　　　　　　　　　　　(はあとぴあ)

10:00～1歳児教室(はあとぴあ)

13:30～育児学級(はあとぴあ)

10:00～ミニさくらんぼ(はあとぴあ)

  9:00～ハートフル朝市(道の駅若狭美浜はまびより)

  山の日

  振替休日

  精霊船送り(菅浜)

 精霊船送り(和田)

  8:30～総合健診[生活習慣病予防健診・肺・胃・
　　　　　　　　大腸がん健診・肝炎検査]
　　　　　　　　　　　　　　　 　(東部診療所)
  9:00～ハートフル朝市
　　　　　　　(道の駅若狭美浜はまびより)

  9:30～保育園開放(みずうみ保育園)
13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)
13:00～司法書士法律相談(はあとぴあ)
13:30～｢こころの相談室｣※障がい者(児)相談
　　　　　　　　　　　　　　　 (はあとぴあ)

13:00～3歳児健診
　　　　　　(子ども・子育てサポートセンター)

  8:30～美浜地区自衛消防隊操法大会
　　　　　　　　　　　　　(美浜消防署)
  9:00～山口良治杯美浜町少年ラグビー大会
　　　　　　　　　　　　　(総合運動公園)
  9:00～ハートフル朝市
　　　　　　　　(道の駅若狭美浜はまびより)

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)

  9:30～保育園開放(せせらぎ保育園)
13:30～母親学級(はあとぴあ)

美浜町防災アプリの
ダウンロードをお願いします

美浜町防災アプリでは、
防災情報や停電情報、お
くやみ等の生活に関わる
緊急情報等をお知らせし
ています。ぜひ、ダウン
ロードの上、ご利用くだ
さい。

ダウンロードは
こちら


